
　　　　　　　　　　～高齢者の人権～

人権を考える 問い合わせ　 �生涯学習課（☎㉒6888）
　　　　　　介護高齢課（☎㊵2809）

法
律
に
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

高
齢
者
虐
待
に
気
付
い
た
と
き
は
、

市
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
虐
待
を
受
け
る
人
の
中
に
は
元

気
な
人
も
い
ま
す
が
、
多
く
は
認

知
症
を
患
っ
て
い
た
り
、
介
護
や

支
援
が
必
要
な
高
齢
者
で
あ
っ
た

り
す
る
た
め
、
認
知
症
や
高
齢
者

に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
促
進
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
虐
待
の
要

因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
家
庭
内

で
起
き
る
虐
待
で
は
介
護
の
負
担

や
ス
ト
レ
ス
が
大
き
な
要
因
と
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
介
護
者
は
適

切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
相
談
な
ど

を
利
用
し
、
負
担
軽
減
の
工
夫
が

必
要
で
す
。

成
年
後
見
制
度

　
高
齢
者
の
人
権
を
守
る
手
段
と

し
て
成
年
後
見
制
度
が
あ
り
ま
す
。

知
的
障
が
い
や
精
神
障
が
い
の
あ

る
人
も
制
度
の
対
象
で
す
。
成
年

後
見
制
度
が
適
用
さ
れ
る
と
後
見

人
・
保
佐
人
・
補
助
人
が
本
人
に

代
わ
り
、
財
産
管
理
や
生
活
に
関

わ
る
契
約
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

全
国
で
は
成
年
後
見
制
度
の
申
立

高
齢
者
虐
待

　
高
齢
者
の
人
権
を
侵
害
す
る
虐

待
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

①
身
体
的
虐
待
＝
高
齢
者
の
身
体

に
外
傷
が
生
じ
る
か
、
生
じ
る
恐

れ
の
あ
る
暴
力
を
加
え
る
こ
と

②
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任
＝

高
齢
者
を
衰
弱
さ
せ
る
よ
う
な
著

し
い
減
食
、
長
時
間
の
放
置
、
養

護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
虐
待

行
為
の
放
置
な
ど
、
養
護
を
著
し

く
怠
る
こ
と

③
心
理
的
虐
待
＝
高
齢
者
に
対
す

る
著
し
い
暴
言
や
拒
絶
的
な
対
応
、

そ
の
他
高
齢
者
に
著
し
い
心
理
的

外
傷
を
与
え
る
言
動
を
行
う
こ
と

④
性
的
虐
待
＝
高
齢
者
に
わ
い
せ

つ
な
行
為
を
し
た
り
さ
せ
た
り
す

る
こ
と

⑤
経
済
的
虐
待
＝
養
護
者
ま
た
は

高
齢
者
の
親
族
が
当
該
高
齢
者
の

財
産
を
不
当
に
処
分
す
る
こ
と
、

そ
の
他
当
該
高
齢
者
か
ら
不
当
に

財
産
上
の
利
益
を
得
る
こ
と

高
齢
者
虐
待
の
防
止

　
平
成
18
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

た
高
齢
者
虐
待
の
防
止
に
関
す
る

件
数
が
、
平
成
23
年
に
15
万
３
３

１
４
件
で
し
た
が
、
平
成
28
年
に

は
20
万
３
５
５
１
件
と
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
平
成
28
年
の
群
馬

県
内
の
申
立
件
数
は
４
０
０
件
を

超
え
て
お
り
、
権
利
擁
護
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
に
は
公
職
選
挙
法
な

ど
の
改
正
に
よ
り
、
成
年
後
見
制

度
が
適
用
さ
れ
て
い
る
人
も
選
挙

権
・
被
選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
よ
り
高

齢
者
の
人
権
が
守
ら
れ
る
よ
う
、

法
律
や
制
度
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
見

直
し
が
行
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

共
に
支
え
合
う
意
識

　
本
市
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
の
実
現
に
向
け
、
医
療
・
介

護
・
介
護
予
防
・
住
ま
い
・
生
活

支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・

深
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
が
社
会
の
一
員
と
し
て

生
き
生
き
と
暮
ら
す
に
は
、
私
た

ち
一
人
一
人
が
高
齢
者
の
人
権
に

つ
い
て
考
え
、
共
に
支
え
合
う
と

い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。

特別号 コミュニティ・スクール
～地域とともにある学校を目指して～

問い合わせ　学校教育課（☎㊿8212）
　　　　　　西中学校（☎㉒0704）

西中校区

↑学校運営協議会委員による生徒会専門委員会（図書委員会）
の参観。

　今年度、「西」連携型小中一貫校に学校運営協議
会を設置し、西中学校区のコミュニティ・スクール
が発足しました。このことにより、西中学校区の西
中学校・美土里小学校・平井小学校・日野小学校の
４校の保護者の皆さんや地域の皆さんに学校運営に
参画していただき、学校・家庭・地域が一体となっ
て児童・生徒を育てていく機運が高まっています。
　発足したばかりということもあり、組織づくりや
趣旨の共通理解、地域学校協働本部の名称（「西」
協働ネットワーク）設定などからスタートし、現在は
「『西』連携型小中一貫校が目指す子ども像を実現す
るためには、どのような力を身に付けさせたらよい
か」というコミュニティ・スクールの本筋の部分に踏
み込んできています。実際の話し合いの中では「自
信」をテーマに、学校・家庭・地域がどのようにして
児童・生徒を育てていくのかについて、それぞれの
立場に立って活発な意見交流が行われています。
　10月31日㈬に開催された学校運営協議会では、
委員が西中学校の授業参観を行い、実際の中学生
の様子を肌で感じ取りました。そのことによって、
その後の話し合いは前回までにも増して議論が盛り
上がりました。そして、今後は、西中校区内の地域

行事を活用し、核となる複数の行事（美土里地区体
育祭、平井地区納涼盆踊り大会、日野ホタル祭りな
ど）に、「子どもボランティア」として役割を持って参
画し、地域を盛り上げ、充実感・達成感を得て、自
信を深めさせたい、という方向性が確認されました。
　これまでも西中学校区は、保護者の皆さんや地域
の皆さんの多大なるご理解と温かいご協力により、
「連携」が十分に図られていました。そして、今回の
西中校区のコミュニティ・スクール発足により、今ま
での「連携」から一歩進んだ「協働」への変化を目指
します。今後、気軽に学校に足を運んでいただき、
日常的に児童・生徒や教職員と顔を合わせ、教育活
動に参画していただければ幸いです。

図書館司書がセレクトした新刊情報

開館時間　　午前９時～午後８時（土・日曜日、祝日は午後５時まで）
休館日　　　月曜日
問い合わせ　図書館（☎㉒1669）

著者 ▽中田　永一
「2019.10.21�0:04。ベンチで待機　
パトカーの音　犬が三度鳴く　背後
から殴られる」11歳の僕は目が覚め
たら大人になっていた。ノートには誰
も知らない未来が書かれていて…。

著者 ▽速水　もこみち
唯一無二の「おしゃれ弁当」、覚え
ておきたいミラクル「おかず」レシ
ピ。素早く簡単に仕上げ、バリエー
ションが広がる速水流お弁当作りの
ステキなワザやアイディアが満載！

著者 ▽瀬戸内　寂聴・伊藤　比呂美
介護は愛情かエゴか？別れた男への
未練をどう断つか？詩人・伊藤比呂
美が、誰にも聞けなかったアレコレ
を、瀬戸内寂聴にずんずん質問。愛
に向かって正直に生きる２人の対談。

お弁当バイブルby速水もこみち 先生、ちょっと人生相談いいですか？ ダンデライオン
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